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のやう念事賓の考へられるととはわが園水間二
毛作農業の近代的費展の途が決して坦々たるも
ので&いことを示すものであらう。
多〈め要因の阻穆な結合の結果である生産方法曾麗
慢の/lIl8I.lt健多〈の角度から後初きれわぽなら~Q
ととではただ固定資本の構成といふlIfから之の問題
に極めて簡単に腐れた1:温ぎない。
農業技術停滞性のー側面
• 、
土地の験置的性格
寺 回
士地主 t車1:士屡及び其佑墜炉Jt分のみのiRにあ
らずして、土地の表面・~問. 1Jf.Ji'の窓脈にて、
植他はftl:棋祭を求め、英土中1:根を披げ、叉太
陽と空気に肉って其葉を伸長字。
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土地は植物がそこに於で生育す~揚である。
それは杭物の生育が土地のもつこの場さしての
性格さの基本的な結びつきの下K行はれる.こさ
を意味する.農業技依のいろいろな姿は貰はこ
の「結びつき」さいふl'ilこ開るo¥そこでこの場三
.し志の土地子もつ類型的な性格について若干考
察-i>試み、更に.そのこさから農業技術の構造的
理解に至らうまするのは、農業Ic於て基本的重
要さをもっ土地についての若干の理解が、農業
技術上向少しでも問題を拠出させうるのではな
いかさ思ふからである。本稿に於ては土地が装
置的であるこさを明にしようさずる。装置は工
業に於て最も費遣した技術段階IZ:見られる技術
的手民であるが、土地は農業に於て最も原本哨
，なものであるοそれにも拘ら宇土地が装置附で
あるさいふのはー櫨同の様な意味、に於てである
か。
.農業経営に於τ土地は牛産要素のーさして持
働及p賓本財さ稽観的に結合される。土地が要
素のーさして他から匝別されるのは、それのも
つ生産h振が自然カさして有するヱネルギーで
あり、去の成立過程はそれが白黙に存在するも
のである寵所奥のものさして問題tこならないミ
いふ基本的性格t::もつからである。経普者はそ
由 永
の技術的能力の放に努働・土地・資本財ぞ生産
手段乏しτ結合し生産4並行ふこさがm来るq 鹿
で現賓の物財的慣舶の生産は生産手段である勢
働に於てはじめて拡得される。勢働が此の様な
生産を行ふにはまfニ土地さ資本財さ必要する。
経替に於ける生産要素さしての土地は此の様に
説明される。撚るK農業生産め技術a-"J取扱t.L.IC
於ては土地は向次の嫁なものさして理解される
前段IC於T生産手段さしての土地が資本財さ
共に努働に結合されて生産の管まれるこさそ記
したが、主帽である持働による播極純付等の技
術的操作が加へられない限り、それ故にそれが ‘
生産手足一一生産袋素さなるこさの出来る土地
の自怒カをしてのヱネルギーも探替に於ける生
産に寄輿ずることは出来ないo(患なる探取的・
略奪的怠業に民ては別 rである。此の撲な毎合を除き~
笹口市~.で生産きれる値動l:t既に作動である〉 一旦土
地1:.手物が作付けられるさ生産ぞ目的さして勢
働が働きかける釘象は作物であり、土地は資本
財三同様勢働が作物におして働きかける民の媒
介手段さしての意味~宵するに至る。 ßp ち土地
は一種の勢働手段ムしτむ意味会もつ。然L此
の慌に理解される土佐は他の勢観手段である資
本財に含まれる多〈の包のさはその趣を若干異
にしてゐる。(勿諭短音量I:fjをける生産要素としての
土地は減債償却を寝しないといふ駄で資本財2ェは別閣
の取銀ひを受ける。然し地力の減終盤に之の補場的行
震としての施~~i/何を窓際するかについて倫充分検討
を加へわばならぬ~1iÞが)，.，、前誕のことも直ち;)~正
しいl:.Ci.定出来ないのではな旬、1昔、鰹鍔1:於ける生重
要素としてではな4そのー である努働在中品、とL努鋤
手段・努働客慢といふものを考へ事場合、土地は既に
くおJ
- ;36 ・ー
. 
金量術的III置ひ I!~ける土地であーから此の電車な悶置は ものに開しで社きれる、農業生産に於ては作物
起らない。〉 その差について記す前に勢働手段 それ自韓植物として白主的自然法則的tこ生長す
さしての資本財につきー癒蝿れよう。それには るの fあり、勢働主慢が直接それに働きかける
道具・機械・施設・装置等が皐げられる。之等 部分は病虫害防除等保護勢働モのf也であり農業
は夫々手段としては異った類型に属する。前二 勢働さしての重要さが左種えき〈ない事一云~
制服惜し如こ能動的じ作用するが遁具は か州ば自然史航行程に於いて生長する核隣
自然の力の一都を侍遣し機械は加工する。後二 作物たら Eιめる嬬多~4f.コ場合土地 l亡劃し:種々な
者のうち施設は翠に受動的に自然のー都の力を 操作が加へられるさいふ動から先に勢働手段さ
「有効に働〈力」さじて受容する謂ば場である。まれた土地も賓は葬働客慢さしで畳分認識する
装置もその力陀劃して受動的ではあるが.に受 こさが出来る。土地は此0)様な二重の意味に理
容する背けでなく之を「有効に働〈カlミLτ ‘ 解される。 c此のと正は然し土地が段置的であると
積極的!L聾容する。自日ち消極的積極的二重性協 とを些も慣わ.るものではない。工業に於ける襲置の聴
やもつ揚である。 c向肥料の機なものも資本財中 傭努働に民LI農業1:使いてはその占ゐる役割が歯車切に
に含まれるが之1:-ついては優越する〉 也大きいといふととから起きる惑に過ぎないe何故良
業に於いて此rt華tl努働が重要かIt自明で為ら号がそカーパーの示唆によれば農業生産に於ける土.
れは土地が袋遣ではあるが筒自然の4 識であり、合同
地の主要な意義はその空間性にある。土地はそ 的的f.:作られた工奨の装置と畏り種々 な僚イキ1:よりモ
の宰間性の故に自然のもつ諸々のヱネルギーを の都度主席の合同的的操作が加て、られわぽならぬか6
受容L集積しJ植物に様{l>張らせ童壌を仲良させ である〉更K肥料は等し〈勢働手段であるが之
るo此の様な:r1&は莞1動手世である道具・機械 は前述σy手段さ異句、例へば過涛槽石灰の製誼
の様に自撚カの一部を 動かすカlさしτ博遣 に於で硫喰が第三燐酸カルシクムミ化合して第
し加工す・るといった能動的n用・をもつものさは ー燐被カルシウム令生巴、之が硫捜カルシク A
云ひ難い。杭物はその生宵K 開J..，~tの陪に作用 主合じて過燐酸石灰を作るといふ温程lニ見られ
する金要しない財閥の埠育去の開聯に於ての る硫理の梯こ、ぃろいろな過程を経て勢!動的象
み農業投術上意義を有する土地には此の様な能 である作物緯を形成して行くのすあるが、エ業
観的作用を有するミするこム i亡何の意表をも見 的装置に於て機微系装置系の外It物質=ヱネル
出し難色いみら壱ある.郎ち土ばは駅に此今様k 苦一系の物を『分別し之を前者に封I;'"C第二持働
勢働手段止は異つ?こもの三みられる。ヵーパ一 手段ーするのに倣べば、明に農業に於ける第二
は土地の昼間断その閥的構造及び化事的成 捌手設であり土地柑ヒて初れゆζ作用
分を含れ意味陀於ザる謂ば也、J.~-â>分けな し土地がその作用を可能ならしめる意味に£い
がら、市ちそれ等を土地といふーの概念ゆ~þに て土地乃装置扮閏特は叉明瞭である 叉更に或
俳せ含めτゐる。吾.々は土地の頼型的考察を仔 る生産乞行ふに装置は摺到に必要でありそれ故
ふ以土その物理的構造及び化接的成分は!珂z外
に勢{動の生産地を絶到に高めるのであるが、作
カの作用に主り種々異った音与をさらしめられτ
物民培に土地は不可紋のものである。以上土地
ゐる故、此の様!t.意味吃於ける 土ーJは土地概
の装置的性格は略々 明にされな。{生地(:l，鰐令それ
念から-~除い E行かねlまならぬ.その時土地 が鉢であらデと*餅問el器守あらうと値物生育の樋で
は明に植物に存在の揚を輿へ自然のもつ諸々の ある限りその意味を.失点tlい。以上の援な意味fこ於け
エネ‘ルギペを受容しそれを 有効に!動くカJと る土地は米軍*耕民醤によって質設されてゐる.そこ
しτ聾容し作物乏して生育するに役立たせる。 でほ所調「土Jのない土地に作物が伊られる》
此の鎌i二して土地は賓t二装置的である。 鹿で装置にあっては生産活躍の番所tこ科砂的
廃で主値乙ょっt耕缶・整地・中耕・除草・ ・法則J戒配そ見出すのであり又費明。封象は慮
謹j既存の燥作が瓦J妾土地i二封して局されるoZ 理}j法にあり魔理方法の1罰百')的費見に基き些置
等は土地を遁じ℃なされる需張置の絵前ざいふ 的構成が考案改良される。そニで装置にあっで
意味をも-J l.~けち矯種植村がなされる前の は労働者よりもwf持働者技術宥の教が次れ、さ
調ば準雌作業である耕転・整地以明に土地その 云はれる。接置的土地iこ於いτも作物生育過稗.
-p7..r く3'7)
及び土地I~於けるエネル~目艶容過想はその倖
所に自然科接的法則が支配して層、り、勢働主躍
はその自然法則を知か作物育成さいふ目的l二封
勝、させて行かねばな らーぬ心費!珂聾児の主J象は植
物生長過程に闘するものであり撚る後それに封
臆した土地獄態の整備方法め考案が友される。
故巳装置的土地を手段とも客韓とレて生産を行
ふ農業努働幸韓は既に示質的に技術者的である。
之は単に身鰻的エネルギーの放出のみでなくよ
め多〈理性的能力の襲揮を婁ずることや意味十
る。以上吾川ま土地の裳置的性俗及びそれま葬
働主躍さの閥聯を明にしたのであるが、ニニに
農業技術停滞性のー側面々構造的に把握するニ
さの出きる重要且技術的基礎的端緒を見出ずニ
さが出来るのではなからうか。
本織は偲柏賢・小池基之・大木秀男諸先生の諸著
・より重要な示渓を得て成った。趨んで胡t;意を表す、
る。
米殻の低温長期貯蔵試験山年貯廉)
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1・緒言 賞所に於て唱拘8年産吉紳及び
雄紳の2品障の玄米を躍に'lfi封レてa蝿足0度.
5 度及び~O，度の低温に貯蔵じ、今日迄11年ぞ揺
す乙るものあり.此の貯競来lエ砥ては就に昭和l!1
年向14~ド0)及び 15年。河こ調査して、 3 回その結
果を報告しt1るが絃i二最後の調査をなして丙そ
の試磁を棒りたる故iこ、その結果ぞ報告せん三
す。，
2・賦料 前記の如く昭荷~8 年に牧獲した
る吉紳及び雄神の2品種の玄米
り。但し枇舎賦勢の時め休電する場合ありて、
その温度は正確に右の立n~ 保持せられざる場合
ありて、多〈は醸定よりも温度昇りt:1) o(第2
表)貯蔵・首靭の永分含量は吠の如し.
吉林 14.4% 16・1箔雄神 1-l.()% 16.3% 
貯蔵長明l二豆りし需めに舗が破損して水分を
吸牧じ、米買の聾化茜しきものぞ生tt:る故iニ
是等~~除きて、建るもの 9 試料iユっきて品質を
調査しずこり。
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